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第 4章  プロジェクトの妥当性の検証 

4.1 プロジェクトの効果 

4.1.1 直接効果 

本プロジェクトは、計画対象村落の内 18 村落に対して 18 個所の公共水栓式給水施設（レベル－

2）、および 3 村落に対して 14 個所のハンドポンプ付き深井戸（レベル－1）の建設を通して、当

該村落の給水率の向上を図ろうとするものである。本計画の実施により、表 4.1 に示すような直

接効果が期待される。 

表 4.1 計画実施による直接効果と現状改善の程度 

現状と問題点 
本計画での対策 
（協力対象事業） 

計画の効果・改善の程度 

計画対象地域は給水施設の整備
が遅れているため、2002 年時点で
23％の給水率に留まり、村落部の
全国平均である 42％以下である。 

18 村落において 18 個所の公共水栓式
給水施設（レベル－2）、および 3 村落
に対して 14 個所のハンドポンプ付き
深井戸（レベル－1）の建設を行う。

対象村落における給水率が、2002年
の約16.7千人（約23％）から計画年次
の2015年には約75.9千人（約65%）に
向上する。 

対象村落住民の水利用は、非衛生
的な水で、しかも平均 20 L/人/日
の利用に留まっている。 

対象村落の水需要を満たす量の安全
で清潔な水を供給するため、給水施設
を建設する。 

対象村落の住民が安全で清潔な水を
25 L/人/日利用するようになる。 

計画対象村落の住民は、安全で衛
生的な水源を有せず、対象村落の
住民は非衛生的な水に依存して
いる。 

給水施設の水源として、基準を満たす
水質の地下水を開発する。ただし、1
村は湧水であるため、塩素滅菌を行っ
た後給水する。 

すべての給水施設の水質が基準を満
たす。 

水汲み労働に要する時間は水源
に近い所で平均 30 分、遠い所で
は 2 時間以上要している。 

レベル－2 の公共水栓は、住民の居住
状況を考慮し、概ね 400m 以内となる
ような位置に設置する。 
レベル－1 の場合、地形・水理地質条
件の制約があるものの、可能な限り
400m 以内となるような位置に設置す
る。 

対象村落住民の安全で衛生的な水へ
のアクセスが概ね400ｍ以内に確保
される。 

水源を持たない村落の住民は、水
を水売り人から 50～300 Tsh で購
入するため、負担が大きい。 

給水施設を建設し、住民の支払い能力
内の水料金で供給する。 

水料金が20～24 Tsh/20Lとなり、住民
の負担が軽減される。 

給水施設の運営・維持管理実施体
は、従来村落行政の下部機関とし
ての水委員会が行ってきたが、徴
収された運営・維持管理費が他目
的に流用される弊害が多発して
いる。 

住民所有型給水組織が結成に向けた
ソフト・コンポーネントによる支援を
行う。 

対象村落において住民所有型給水組
織が結成され、国策に沿って国（水
省）もしくは県に登録される。 

対象村落住民はこれまで参加型
運営・維持管理の経験が少ない。 

参加型運営・維持管理能力向上のた
め、ソフト・コンポーネントによる支
援を行う。 

対象村落住民の参加型運営・維持管
理に係る能力が向上する。 

 

4.1.2 間接効果 

本計画が実施された場合、次に述べるような間接効果が生じることが期待される。 

① 水の確保を水売り人その他に依存していた村落では、水を取得する費用が軽減される。 
② 対象地域での水汲み労働は基本的には婦女子の役割であるが、これに従事する時間が大幅に

軽減され、婦女子の社会進出や労働の創出、子供の学習時間が増加することが期待できる。 
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③ 飲料に使用する水質が改善され、乳幼児死亡率の低下が期待される。 
④ 飲料に使用する水質が改善され、水系疾病に対する医療費の軽減が期待できる。 
⑤ 参加型運営・維持管理体制が構築されることにより、村落住民のオーナーシップが醸成さ

れる。 

4.2 課題・提言 

4.2.1 相手側の取り組むべき課題・提言 

① 給水施設の水源の水位および水質について、継続的なモニタリングを行うことが必要であ

る。水位については、過剰揚水による水位低下が生じないよう給水施設の的確な運用を行

うことが必要である。水質については、経年変化により水質の悪化が生じていないかどう

かを確認する必要がある。 

② 給水施設の運営・維持管理は住民の参加型活動によって成立する計画である。施設完成後

供給される安全で清潔な水を住民が利用することは、生活環境改善のために必要なことで

ある。県・市水衛生チームは、本計画にしたがって住民が給水施設を利用していくよう指

導し、利用状況についてモニタリングを行うことが求められる。 

4.2.2 技術協力・他ドナーとの連携 

1) プロジェクト技術協力との連携 

無償資金協力におけるソフトコンポーネントでは、実施可能な期間内に限られた投入にて成果の

持続性を最低限確保する初期的な協力というスキームの趣旨から「COWSO の形成と能力育成」、

ならびに「地方自治体による支援体制づくり」を中心に実施することになる。しかしながら、本

調査対象地域における当該サブ・セクターの運営・維持管理に係る開発課題は多く存在する。先

の開発調査や国家水セクター開発戦略（NWSSDS: National Water Sector Development Strategy, 

Draft Final 2005-2015）にて提唱されている以下の事項については、当該地域とサブ・セクターを

対象としたプロジェクト技術協力にて実施することを提案する。 

プロジェクト技術協力により、国家政策・戦略として今後さらに推し進められていく地方分権化

による組織・制度フレームワークの構築、特に地方自治体による地方水供給事業の立案、実施、

監理、モニタリング・評価等の能力向上が期待される。プロジェクト技術協力による、これらの

能力育成の一環として以下の開発課題への対応が望まれる。これら開発課題への対処と改善の定

着には、裨益住民や関係者との合意形成、同国の開発戦略の見極め、パイロット的な事業実施を

通じての効果測定、効率的かつ効果的な活動計画の策定と改善、一定地域への活動展開など、中

期的かつ持続的活動が必要であり、プロジェクト技術協力での実施に適していると考えられる。 

2) Mkuranga Waterr, Hygiene and Sanitation Project との連携 

AMREF はムクランガ県を対象として給水施設（主としてハンドポンプ付き深井戸）の建設のみ

ではなく、村落に対する衛生教育、給水施設の運営維持管理講習を行う計画であることが確認さ

れている。本プロジェクトとの間では調整ができており、給水施設建設対象村落の重複は無い。



第 4 章 プロジェクトの妥当性の検証 
 

4 - 3 

本プロジェクトにおいても、村落の運営・維持管理能力の向上を必要であり、AMREF のプロジェ

クトとの連携も考慮する必要がある。 

4.3 プロジェクトの妥当性 

本調査結果に基づき、本プロジェクトの無償資金揚力による実施は、以下の点から妥当であると

判断される。 

① 本計画が実施された場合、対象村落の給水率が 2002 年の 23％（給水人口約 16.7 万人）から、

2015 年には 65％（既存施設を含めた給水人口約 75.9 万人）に改善され、上位目標の実現に

寄与する。 
② 対象村落の住民は、現在非衛生的な水源の利用を余儀なくされているだけでなく、水汲み労

働に要する時間も近い所で 30 分程度、遠い所では 2 時間以上を要している現状がある。本

計画は、このような状況を改善するため、対象村落の住民に安全で衛生的な水へのアクセス

を概ね 400ｍ以内に確保するものである。また、安全で衛生的な水を供給することにより、

婦女子の社会進出・労働の創出、子供の学習時間の確保を図ることができる。さらに、水質

が改善されることから、乳幼児死亡率の低下や水系疾病の減少による医療費の軽減効果が期

待できる。このように、本プロジェクトは住民の生活環境の改善に大きく寄与する。 

③ 事業実施機関である水省、事業実施主体となる県・市の組織および技術レベルともに、本プ

ロジェクトを実施する能力を有している。また、建設される給水施設の運営・維持管理は高

度な技術を必要としない。 

④ タンザニア国は、2025 年までの長期開発戦略である「タンザニア開発ビジョン 2005（Vision 
2025）」を受けて策定された「貧困削減戦略ペーパー（PRSP：Poverty Reduction Strategy Paper）」

の中で、“すべての住民に 2025 年までに 400ｍ以内に安全で衛生的な水の供給を行うこと”、

このために“民間セクターの導入”・“地方政府およびコミュニティの能力向上を図ること”

等を目標として掲げている。本プロジェクトは、この上位目標の達成に資するものである。 

⑤ 建設される給水施設を利用する際の水料金は、施設の運営・維持管理を行うために必要な額

であり、過度の収益性は有していない。徴収した水料金により、給水施設の円滑な運営・維

持管理が可能である。 

⑥ 初期環境影響評価（IEE）により、本プロジェクトが実施された場合、負の影響は生じない

ことが確認されている。 

⑦ 本プロジェクトは、我が国の無償資金協力の制度により、特段の困難が無く実施が可能であ

る。 

4.4 結論 

本プロジェクトは、前述のように多大な効果が期待され、コースト州およびダル・エス・サラー

ム州ペリ・アーバン地区における給水衛生環境の改善や BHN に大きく寄与するものであること

から、本プロジェクトについて我が国の無償資金協力を実施することの妥当性が確認される。 

さらに、以下の事項について配慮して実施に移されれば、本プロジェクトはより効果的なものと

なり、事業の継続性に大いに寄与するものと考えられる。 
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① 給水施設の水源の水位低下や水質悪化が生じないよう、定期的なモニタリングを実施する

こと。 
② 対象住民が建設された給水施設を利用するよう県・市水衛生チームが指導し、利用状況を

モニタリングすること。 
③ タンザニア国において実施が計画されている村落給水に係る技術協力プロジェクトが実施

に移された場合、地方行政機関（県・市）の住民支援体制の強化および住民による給水施

設の運営・維持管理能力向上のため、これとの連携を図ること。また、ムクランガ県にお

いて AMREF が実施を予定している Mkuranga Water, Hygiene and Sanitation Project の内容は、

住民の給水施設の運営・維持管理能力向上を目しており、これとの連携を図ること。 
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資料 1．調査団員・氏名 

(1) 現地調査時 

 

(2) 基本設計概要説明調査時 

 

No 氏名 担当分野 所属 

1 木野本 浩之 総括 

独立行政法人国際協力機構 
無償資金協力部業務第 3 グループ 
水資源・環境チーム 
チーム長 

2 村上 淳 計画管理 
独立行政法人国際協力機構 
無償資金協力部業務第 3 グループ 
水資源・環境チーム 

3 山崎 安正 業務主任／給水計画 ㈱地球システム科学 

4 畑  裕一 給水施設設計 1／水理地質 1 ㈱地球システム科学 

5 藪田 卓哉 水理地質 2／物理探査 ㈱地球システム科学 

6 吉川 孝治 給水施設設計 2／地形測量 ㈱地球システム科学 

7 森  直巳 社会状況調査／運営維持管理 日本テクノ㈱ 

8 本間 浩徳 施工計画／積算 ㈱地球システム科学（㈲開発企画）

No 氏名 担当分野 所属 

1 牧野 耕司 総括 独立行政法人国際協力機構 
タンザニア事務所 次長 

2 村上 淳 計画管理 
独立行政法人国際協力機構 
無償資金協力部業務第 3 グループ 
水資源・環境チーム 

3 山崎 安正 業務主任／給水計画 ㈱地球システム科学 

4 吉川 孝治 給水施設設計 2／地形測量 ㈱地球システム科学 
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資料 2．調査行程（1/2） 

日順 日付 曜日 行程
1 6月9日 金 成田出発（業務主任・水理地質1・維持管理 団員）
2 6月10日 土 ﾀﾞﾙ･ｴｽ･ｻﾗｰﾑ(DSM)到着（官団員）・（業務主任・水理地質1・維持管理　団員）
3 6月11日 日 対象村落調査：キバハ県
4 6月12日 月 JICAタンザニア事務所への説明、IC/R提出
5 6月13日 火 IC/R説明・協議
6 6月14日 水 M/Mについての協議
7 6月15日 木 対象村落調査：イララ市・テメケ市
8 6月16日 金 M/Mの署名、JICA事務所報告、大使館報告
9 6月17日 土 資料整理、契約交渉準備、団内打合せ、官団員DSM出発、物理探査団員DSM到着
10 6月18日 日 資料整理、入札準備、契約交渉準備
11 6月19日 月 契約交渉、給水施設設計2・積算団員出発
12 6月20日 火 Census Office,MoWとの協議、給水施設設計2・積算団員DSM到着
13 6月21日 水 契約交渉
14 6月22日 木 対象村落調査：Kinondoni県
15 6月23日 金 対象村落調査：Temeke県
16 6月24日 土 対象村落調査：Ilala県
17 6月25日 日 対象村落調査：Bagamoyo県
18 6月26日 月 対象村落調査：Bagamoyo県
19 6月27日 火 対象村落調査：Kibaha県
20 6月28日 水 対象村落調査：Kisarawe県
21 6月29日 木 対象村落調査：Mkuranga県
22 6月30日 金 対象村落調査：Mkuranga県
23 7月1日 土 対象村落調査：Mkuranga県/Temeke市
24 7月2日 日 対象村落調査：Ilala市/Mkuranga県
25 7月3日 月 対象村落調査：Kisarawe県/Mkuranga県
26 7月4日 火 対象村落調査：Temeke市、水質分析・濁度分析の打合せ、
27 7月5日 水 試掘契約調印・業務打合せ
28 7月6日 木 MoW・Temeke市との協議、JICA事務所報告、水理地質1団員DSM出発
29 7月7日 金 既存プロジェクト現場視察（Mtwara州）、データ整理
30 7月8日 土 既存プロジェクト現場視察（Mtwara州）、データ整理
31 7月9日 日 対象村落調査：Mkuranga県、現地調査結果整理、維持管理団員DSM出発
32 7月10日 月 対象村落調査：Bagamoyo県、試掘調査地点の指示（Kinondoni市）
33 7月11日 火 対象村落調査：Bagamoyo県、BTCとの協議
34 7月12日 水 MoWとの協議、データ解析
35 7月13日 木 MoWとの協議、データ解析
36 7月14日 金 人口確認調査（Kibaha県）、
37 7月15日 土 人口確認調査（Mkuranga県、Temeke市）
38 7月16日 日 調査結果整理、給水施設設計2・積算団員DSM出発
39 7月17日 月 対象村落調査：Kisarawe県、人口確認調査（Ilala市、Temeke市）
40 7月18日 火 対象村落調査：Kisarawe県、MoWとの協議
41 7月19日 水 対象村落調査：Ilala市、水質分析の打合せ
42 7月20日 木 対象村落調査：Ilala市、MoWとの協議、Technical Noteへの署名
43 7月21日 金 JICA事務所報告
44 7月22日 土 対象村落調査：、試掘地点指示（Kisarawe)、団内打合せ
45 7月23日 日 対象村落調査：Ilala市、業務主任DSM出発
46 7月24日 月 対象村落調査：Ilala市
47 7月25日 火 対象村落調査：Ilala市
48 7月26日 水 対象村落調査：Ilala市
49 7月27日 木 対象村落調査：Temeke市
50 7月28日 金 対象村落調査：Temeke市
51 7月29日 土 物理探査データ解析
52 7月30日 日 対象村落調査：Temeke市
53 7月31日 月 物理探査データ解析

（1）現地調査
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資料 2．調査行程（2/2） 

日順 日付 曜日 行程
54 8月1日 火 対象村落調査：Mkuranga県
55 8月2日 水 対象村落調査：Mkuranga県
56 8月3日 木 対象村落調査：Mkuranga県
57 8月4日 金 対象村落調査：Temeke市
58 8月5日 土 データ解析
59 8月6日 日 対象村落調査：Mkuranga県
60 8月7日 月 データ解析
61 8月8日 火 データ解析
62 8月9日 水 対象村落調査：Mkuranga県
63 8月10日 木 対象村落調査：Bagamoyo県
64 8月11日 金 対象村落調査：Bagamoyo県
65 8月12日 土 物理探査データ解析
66 8月13日 日 試掘管理
67 8月14日 月 試掘管理
68 8月15日 火 対象村落調査：Ilala市
69 8月16日 水 物理探査データ解析
70 8月17日 木 物理探査データ解析
71 8月18日 金 物理探査データ解析
72 8月19日 土 対象村落調査：Kibaha県
73 8月20日 日 対象村落調査：Ilala市
74 8月21日 月 試掘管理
75 8月22日 火 物理探査データ解析
76 8月23日 水 対象村落調査：Kibaha県
77 8月24日 木 対象村落調査：Kibaha県
78 8月25日 金 対象村落調査：Kibaha県
79 8月26日 土 物理探査データ解析
80 8月27日 日 対象村落調査：Kibaha県
81 8月28日 月 対象村落調査：Kibaha県
82 8月29日 火 物理探査データ解析
83 8月30日 水 試掘管理
84 8月31日 木 物理探査データ解析
85 9月1日 金 物理探査データ解析
86 9月2日 土 物理探査データ解析
87 9月3日 日 物理探査データ解析
88 9月4日 月 試掘管理
89 9月5日 火 試掘管理
90 9月6日 水 試掘管理
91 9月7日 木 試掘管理
92 9月8日 金 試掘管理
93 9月9日 土 試掘管理
94 9月10日 日 試掘管理
95 9月11日 月 試掘管理
96 9月12日 火 JICA事務所報告、物理探査団員DSM出発
97 9月13日 水 物理探査団員帰国

日順 日付 曜日 行程
1 1月6日 土 成田出発
2 1月7日 日 DSM到着
3 1月8日 月 JICA事務所・MoW表敬
4 1月9日 火 基本設計概要書案説明・協議
5 1月10日 水 ミニッツ協議
6 1月11日 木 ミニッツ署名、大使館報告、JICA事務所報告
7 1月12日 金 対象村落調査：Kibaha県・Kisarawe県、官団員DSM出発
8 1月13日 土 対象村落調査：Bagamoyo県
9 1月14日 日 資料整理
10 1月15日 月 対象村落調査：Kinondoni市・Ilala市
11 1月16日 火 JICA事務所報告、物理探査団員DSM出発
12 1月17日 水 帰国

（2）基本設計概要説明調査時

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３. 関係者（面会者）リスト 
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資料 3．関係者（面会者）リスト 

1．現地調査時 

(1) 在タンザニア共和国日本国大使館 
増山 書記官 

(2) 独立行政法人国際協力機構タンザニア事務所 
小幡 俊弘 所長 
高橋 直樹 次長 
牧野 耕司 次長 
甲賀 大吾 所員 
老川 武志 所員 

(3) Ministry of Water（水省） 
Patrick Rutabanzibwa Permanent Secretary 
C.N. Sayi Director, DRWS 
R.N.T. Kwigizile Assistant Director, DRWS 
Salum M. Chusi Mechanical Engineer, DRWS 
A.T. Massawe Water Engineer, DRWS 
Ndunguru J.E. Representative RAS Office DSM 
Buze Angetile Representative RAS Office Coast Region 

(4) Water Engineer of District/Municipality 
J.N. Raphael  Bagamoyo District 
R. Simba Aiwala Kibaha District 
Omari J. Mazola  Kisarawe District 
S.S. Kideka Ilala Municipality 
Gonsalves R.R. Kinondoni Municipality 
Robert Chenge Temeke Municipality 

 

2．基本設計概要書説明調査時 

(1) 在タンザニア共和国日本国大使館 
伊藤 誠 特命全権大使 
増山 書記官 

(2) 独立行政法人国際協力機構タンザニア事務所 
小幡 俊弘 所長 
牧野 耕司 次長 
甲賀 大吾 所員 
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(3) Ministry of Water (水省) 
Patrick Rutabanzibwa Permanent Secretary 
C.N. Sayi Deputy Permanent Secretary  
J. A. Mukumwa Acting Director, DRWS 
R.N.T. Kwigizile Assistant Director, DRWS 
A.T. Massawe Senior Engineer, DRWS 
Yuichi Hata Advisor to MoW (JICA Expert) 
Joyce A. Bahati Technical Advisor-Water, Coast Region 

(4) Water Engineer of District/Municipality 
J.N. Raphael  Bagamoyo District 
Mkama M. Bwire Kibaha District 
Lyimo Grace Kibaha Town 
Anna Stephano Mkuranga District 
S.S. Kideka Ilala Municipality 
Gonsalves R.R. Kinondoni Municipality 
Primy Damas Temeke Municipality 
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事業事前計画表（基本設計時） 

1． 案件名 

 タンザニア連合共和国 首都圏周辺地域水供給計画基本設計調査 

2． 要請の背景（協力の必要性・位置付け） 

計画対象地域の給水環境の遅れを改善するため、「タ」国政府は我が国に対し給水計画マス

タープランの策定および調査により選定される優先プロジェクトに対するフィージビリテ

ィ・スタディの実施を要請した。これを受け、2004年8月より、①コースト州及びダル･エス･

サラーム州ペリ・アーバン地区の給水計画の策定、②優先プロジェクトの計画策定、③水・畜

産開発省(当時)及び関連機関のスタッフのキャパシティービルディングの実施、④水資源研究

所への物理探査手法の技術移転、を目的として開発調査が実施された。その結果、22村落にお

ける22個所の共同水栓式給水施設建設が優先プロジェクトとして選定された。 
これを受け、「タ」国政府は、我が国の無償資金協力として、タンザニアの首都ダル・エス・

サラームの周辺地域であるコースト州及びダル・エス・サラーム州都市周辺部を対象として、

①22個所の共同水栓式水供給施設の建設(水源(地下水源20個所、表流水源2個所）、高架水槽、

送水管、配水管、公共水栓)、②関係機関及び水供給運営実施体の運営・維持管理能力の強化

を要請してきたものである。 
基本設計調査の結果、対象村落の内4村落においてレベル－2給水施設の運営・維持管理費の

負担が支払い能力を超えると評価され、運営・維持管理費を軽減するため、3村落については

給水施設のタイプをハンドポンプ付き深井戸（レベル－1）に変更し、残り1村落についてはレ

ベル－1へ変更するために必要な代替水源が期待できないことから、計画対象より除外するこ

ととした。この結果、18村落において18個所の公共水栓式給水施設を、3村落において14個所

のハンドポンプ付き深井戸（レベル－1）を建設する計画とした。したがって、本プロジェク

トの対象村落数は21村落となる。 
本計画や開発調査で提案されたプロジェクトが計画通りに実施された場合は、「成長と貧困

削減のための国家戦略」に謳われた“すべての住民に2025年までに400ｍ以内に安全で衛生的な

水の供給を行う”という目標の実現に寄与する。 

3． プロジェクト全体概要 

（1） プロジェクト全体計画の目標 
 計画対象村落の住民に安全な水が安定的に供給、消費され、対象地域の給水率が改善される。

 裨益対象の範囲および規模：「タ」国コースト州およびダル・エス・サラーム州ペリ・アー

バン地区の21個村の住民約6.3万人（2015年） 
（2）プロジェクト全体の成果 

ア 対象村落に於いて給水施設が整備される。 
イ 給水施設の運営・維持管理体制が整備される。 

（3）プロジェクト全体計画の主要活動 
ア 対象21村落に対して給水施設を建設する。 
イ 給水施設の運営・維持管理技術について指導する。 

（4）投入（インプット） 
ア 日本側： 無償資金協力17.47億円 
イ 「タ」国側 
（ア） 本無償資金協力案件の実施に係わる負担額：0.05億円 
（イ） 本無償資金協力案件対象施設の建設後の維持管理経費：年平均0.54億円 
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4． 無償資金協力案件の内容 

（1）サイト 
  「タ」国コースト州およびダル・エス・サラーム州ペリ・アーバン地区の21個村 
（2）概要 
  21個村の内、18村落における公共水栓式給水施設（レベル－2）18施設の建設および3村落

におけるハンドポンプ付き深井戸（レベル－1）14施設の建設。 
  関係機関及び水供給運営実施体の運営・維持管理能力の強化。 
（3）相手国負担事項 

・ 村落へのアクセス道路の整備 
・ 取水施設および配水池建設に必要な用地の確保 
・ 資機材置き場・仮設用地の確保 
・ 排水路および付帯構造物周辺の整備 
・ 水源の水利権取得 
・ 本計画実施に必要な業務にかかる許可取得（特に、鉄道および道路横断） 
・ 給水施設建設工事着手前の当該村落住民への周知 
・ ムクランガ県ムワンデゲ・キパラ・キセンブレ・ンジョペカの各村およびテメケ市

キブグモ村における舗装された主要道を横断する配水管布設工事についての周知 
（4）概算事業費 
 概算事業費17.52億円（日本側負担17.47億円、「タ」国側負担0.05億円） 

5． 外部要因リスク（プロジェクト全体計画の目標達成に関して） 

① 国内の政情・治安が悪化しない。 
② 対象コミュニティの社会経済条件が急激に悪化しない。 

6． 過去の類似案件からの教訓の活用 

給水施設の運営・維持管理実施体は、従来村落行政の下部機関としての水委員会が行ってき

たが、徴収された運営・維持管理費が他目的に流用される弊害が多発している。このため、最

近の傾向として運営・維持管理実施体を村落行政から独立した法人として設立することが推進

されている。本計画においても、この考え方を踏襲する。 

7． プロジェクト全体計画の事後評価に係る提案 

（1）プロジェクト全体計画の目標達成を示す成果指標 
成果指標 現状の数値（2006年） 評価時（2011年） 計画値（2015年） 

対象村落の給水率の向上 23％ 79％ 68％ 

対象村落の水源の水質が
水質基準を満たす 

非衛生的な水を利用し
ている 

建設したすべての給水施設の水質が基準
を満たす 

対象村落の安全な水の利
用量が25L/人/日に増加す
る 

非衛生的な水を平均で
20L/人/日利用している

村落住民が安全で清潔な水を25L/人/日利
用する 

（2）その他の成果指標 
特になし。 

（3）評価のタイミング 
2011年以降（施設完成後） 
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タンザニア国首都圏周辺地域水供給計画基本設計調査 
ソフトコンポーネント計画書 

 

1. ソフトコンポーネントを計画する背景 

本計画では小規模公共水栓式給水施設（レベル－2）の整備とともに、整備される施設を裨益

住民が主体的かつ持続的に運営・維持管理を行うのに必要なコミュニティ水供給事業運営体

（COWSO：Community-Owned Water Supply Organization）の形成と能力育成、ならびに地方

自治体を中心とする関連機関のコミュニティ支援能力の向上が要請されている。本基本設計

調査では、地方水供給サブ・セクターに係る国家政策ならびに戦略のレビューならびに運営・

維持管理に係る現況調査と評価を行い、計画対象コミュニティならびに地方自治体と関連機

関の抱える運営・維持管理上の問題点と改善点について以下のように整理した。 

 

1) コミュニティ水供給事業運営体（COWSO：Community-Owned Water Supply Organization）

の形成と能力育成にかかる必要性 

2002 年に制定された国家水政策（National Water Policy 2002）では、地方部にて整備される水

供給施設の運営・維持管理に関して、裨益住民による自己負担原則の重要性が再確認された。

同政策では地域住民による運営・維持管理組織の形態については明確にされてはいないが、

地方給水事業が展開される各コミュニティは従来通り、村落評議会（Village Council）の下に

村落水委員会（VWC：Village Water Committee）を任意に設置することにより、運営・維持管

理を主体的に行うことが期待された。 

2006 年 8 月現在で最終草案となっている国家水セクター開発戦略（NWSSDS: National Water 

Supply Sector Development Strategy, Draft Final 2005-2015）では、運営・維持管理を行う自治組

織としてコミュニティ給水事業運営体（COWSO）の形成を提唱している。この背景には、1970

年代以来、地方水供給整備事業の実施にて地域住民主体による運営・維持管理組織としての

機能を期待されていた VWC の形骸化が挙げられる。 タンザニアでは従来、村落評議会

（Village Council）がその下部組織として VWC を任意に選定することにより、運営・維持管

理に係る責務実行を期待していたが、事業実施主体から必要な運営・維持管理能力の育成も

されず、関係省庁や地方自治体などの行政機関による技術指導も不十分であった。また、村

落評議会の意向に左右されることも多く、料金徴収なども十分に行われることなく、結果と

して施設の運営・維持管理が十分に行われないまま、組織自体が形骸化しているケースがほ

とんどであった。これら VWC による自主的な運営・維持管理の限界は 90 年代半ばより指摘

されるようになり、この反省から政府は、村落評議会から独立した新たな自治組織として

COWSO の形成を目指した。 

COWSO は、従来型の VWC とは一線を画す組織で、法的に施設の所有権を有し、また、施

設の運営・維持管理を主体的に行うものである。その形成段階では、組織・マネージメント

形態にかかる地域住民との合意形成、組織規約ならびに施設運営に係る規約の作成、組織登

記、利用者（地域住民）投票による執行部の公正な選出等の過程を経て、選出された執行部
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は施設を適切に運営・維持管理することにより、持続的な給水サービスを提供する責任が明

確に課せられる。すなわち、従来の VWC が村落評議会の下に任意形成され、独立性が希薄

な消費者団体であるのに対し、COWSO は利用者（消費者）との関係を基に立脚するサービ

ス・プロバイダーとしての素地を有する組織である。OWSO の組織形態は、水利用者組合

（Water User Association）、水利用者グループ（Water User Group）、水供給有限会社（Water 

Company by Guarantee）など、組織の規約や規模、マネージメント体制、ならびに登記上の関

係法令等の相違により名称が異なるが、一般的な特徴としては以下が挙げられる： 

□ 施設の運営・維持管理形態ならびに組織形態について地域住民との合意形成がなされる

こと 

□ 組織形成の過程で、地域住民（利用者）の参加と合意を得た組織規約ならびに施設運営

に係る規約が整備されること 

□ 地域住民（利用者）により執行部が公正に選出されること 

□ 水省もしくは地方自治体にて、組織登記がなされ、その責務が明確になること 

□ 村落評議会とは独立した意思決定プロセスを有すること 

□ 独立性を高め、村落評議会ならびに地方政治家・団体と対等な協力関係を有すること 

□ 地方自治体、または NGO やドナー機関の支援により、必要な能力育成トレーニングが

提供され、組織運営や事業マネージメントの能力の向上がなされること 

□ 地方自治体によるモニタリングやフォロー･アップが定期的に提供されること 

COWSO の概念は、現在、水省が展開する地方水供給事業はもとより、世銀支援による地方

水供給・衛生プロジェクト（NRWSSP: National Rural Water Supply and Sanitation Programme）、

オランダ支援によるシニャンガ地方水供給・衛生プログラム（Shinyanga Rural Water Supply and 

Sanitation Programme）等の事業にて導入され、水利用者組合（WUA：Water Users’ Association）

や水利用者グループ（Water Users’ Group）を形成し、持続的な運営・維持管理体制づくりが

なされている。また、2000 年初頭に整備されたモロゴロ州の地方水供給事業では、水供給施

設の運用を受託管理する事業体を地域コミュニティに形成し、さらに有限会社化することに

より、給水サービス提供に係るプロフェッショナル化を図ることに成功している。同地域の

水利用者組合は、この水供給有限会社（Water Company by Guarantee）と施設のマネージメン

ト委託契約を行い、業績目標と目標達成指標を設定し、管理することにより、パフォーマン

ス・モニタリングを行っている。 

先に実施された開発調査では、これら COWSO を組織形態によりマネージメント能力を比較

検討した。検討にあたっては、商業性、効率性、信頼・信用性、技術的な信頼性、運営・維

持管理費用の徴収能力、等の指標を用いて行った。これらの指標が高くなるほど、マネージ

メントの信頼性は高くなるが、同時に組織育成に係る取引費用や組織運用費用も高くなる。

本件調査業務が対象とする小規模水道施設（レベル－2）にて求められるマネージメント能力

を勘案すると、本計画での運営・維持管理に係る組織形態は水利用者組合（WUA：Water User 

Association, WT/WC：Water Trust/Cooperative）によるものが適していると判断した。また、ハ

ンドポンプ付深井戸施設（レベル-1）等によるポイント・ソース方の水供給のマネージメン

トには、水利用者グループ（WUG：Water User Group）が適していると言われるが、本計画
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では同施設の対象コミュニティに複数基の施設整備を行い、地域住民による統合的な運営・

維持管理が必要との判断から、レベル－2 施設と同様に WUA の導入が適切であると判断した。 

 

 

図 1 COWSO マネージメント能力の比較 

 

表 1 組織形態の特徴 

村落水委員会 村落評議会の下に任意に形成される地域住民組織で、そのほとんどが独立
性が低く、また、必要なマネージメント能力を有さず形骸化している。 

水利用者グループ 各々の井戸や水栓などのポイント・ソースに形成される組織で、ポイン
ト・ソースのみの管理を行う。そのため、コミュニティー内に複数あるこ
とが多く、マネージメントの統一性がなく、効率的でないこともある。 

水利用者組合 給水ポイントが複数ある施設に形成される組織で、利用者世帯の全てが組
合員となり、執行部が選出され、施設のマネージメントを行う。  

水供給有限会社 サービス・プロバイダー（有限会社）として水利用組合などと施設の運営・
維持管理に係る委託契約を結び、施設のマネージメントを行う。マネージ
メント能力が高い。 

水供給株式会社 地方自治体や住民自治体が株主となり、より専門的なサービス・プロバイ
ダーとして、施設のマネージメントを行う。 

本計画対象地域では、従来の村落水委員会（VWC：Village Water Committee）による運営・維

持管理が一般的であるが、地域全体でのレベル－2 施設の稼働率はダルエス州で 77%、コー

スト州では 35%に留まっている。同地域での低い稼働率の直接的な原因は、取水施設の故障

放置や機材の盗難などであるが、地域住民による運営・維持管理体制の脆弱性に多く起因し

ていると判断されている。本計画の実施にあたっては、COWSO の概念を導入し、適切な組

織づくりとトレーニングやモニタリングを通じた運営・維持管理に必要な能力育成をソフト

コンポーネントにて実施する必要性が高い。 

2） 地方自治体による技術支援体制づくりに係る必要性 

タンザニア国における運営・維持管理体制の問題として、住民組織に対して組織形成にかか

る指導、組織運営や財務・会計指導を含む技術指導、ならびにモニタリング等の行政サポー

トの不備が長年指摘されており、本調査対象地域での低い施設稼働率の一因と言える。前述

したコミュニティ給水事業運営体（COWSO：Community-Owned Water Supply Organization）
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が、その責務を継続的に行っていくには、行政サポートの提供は必須である。同国の地方水

供給サブ･セクターの政策ならびに戦略では、コミュニティに対する組織形成指導や、運営・

維持管理に必要な能力向上トレーニングの提供、技術指導ならびにモニタリング等は、地方

自治体下に配属される県／市水利官（DWE／MWE：District/Municipal Water Engineer）の責務

となっているが、これら活動を計画的かつ組織的に実施する地方自治体の能力には限りがあ

る。 

行政サポートの強化にあたっては、同国にて推進されている県／市水・衛生チーム（DWST

／MWST：District/Municipal Water and Sanitation Team）の形成と能力育成を通じて行われるこ

とが一般的になってきている。DWST／MWST は、地方自治体の DWE を中心に、県／市計

画官（District／Municipal Planning Officer）、県／市保健官（District／Municipal Health Officer）、

県／市コミュニティ開発官（District／Municipal Community Development Officer）などから構

成され、地方水供給・衛生サブ・セクター開発にて、包括的なアプローチの実践を目的に形

成されるチームである。対象地域の地方自治体では DWST の形成がなされておらず、また、

コミュニティに対する技術指導やモニタリングに係る能力に乏しい。上述の COWSO の導入

とともに、DWST／MWST の形成ならびに能力育成への支援をソフトコンポーネントにて実

施する必要性がある。また、後述する民活導入にあたっては、民間ならびに COWSO に対す

る規制やパフォーマンス・モニタリング等の重要な役割を担うことになる。下図に水省なら

びに DWST／MWST と COWSO の関係を示す。 

 

 

図 2 運営・維持管理体制 
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2. ソフトコンポーネントの目標 

「プロジェクトで整備された水供給施設により、対象コミュニティに安全な水が安定して供

給される」という本計画の目標を達成し、効果の持続性を確実にするため、コミュニティ主

導型の運営・維持管理体制と地方自治体によるコミュニティ支援体制づくりに必要な支援を

行うことを目的として、ソフトコンポーネントを実施する。 

 

3. ソフトコンポーネントの成果 

ソフトコンポーネントにより実現が期待される直接的効果（成果）は以下の通りである。 

成果（1） 計画対象コミュニティにおいて、地域住民の主体的参画に基づく給水施設の運

営・維持管理体制が整備・強化される。 

先述した COWSO の概念を導入し、諸活動を展開することにより、地域コミュニティの主体

的な参加に基づく、健全な運営・維持管理体制づくりを成果の一つとする。具体的には、各

対象コミュニティにて整備される水供給施設の運営母体となる水利用者組合（WUA：Water 

User Association）の形成支援と運営指導を通じての体制づくりを目指す。コミュニティ主体

の運営・維持管理体制の整備にあたって、具体的な成果を以下に設定する。 

□ 給水施設の運営・維持管理体制とマネージメント・組織形態について地域コミュニティ

との合意形成がなされる。 

□ 利用者が組合入会金を支払い、利用者全員から構成される水利用者組合（WUA：Water 

User Association）が形成される。 

□ WUA 総会が開催され、公平な選挙により組合執行部が選出される。 

□ 施設の運営・維持管理に係る規約が策定され、WUA 総会で合意される。 

□ 組織の運用に係る規約が策定され、WUA 総会で合意される。 

□ 水省もしくは地方自治体に WUA の組織登記が行われ、行政側と地域コミュニティ側そ

れぞれの、施設の運営ならびに所有に係る責務が明確になる。 

□ 施設の運営・維持管理ならびに組織運営に係るトレーニングが WUA 執行部に提供され、

同分野での能力が向上する。 

□ 村落評議会ならびに地域政治団体と協調的な関係を築き、かつ、WUA による意思決定

に係る独立性が維持される。 

成果（2） 地方自治体のコミュニティ支援体制が向上する。 

各地方自治体（District Council ならびに Municipal Council）にて、県／市水・衛生チーム（DWST

／MWST：District／Municipal Water and Sanitation Team）を形成し、能力育成を行うことによ

り、対象コミュニティへの支援体制づくりを目指す。具体的な成果としては、以下を想定す

る。 

□ 県／市水利官（DWE／MWE：District／Municipal Water Engineer）を中心とし、県／市計

画官（District／Municipal Planning Officer）、県／市保健官（District／Municipal Health 
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Officer）、県／市コミュニティ開発官（District／Municipal Community Development Officer）

等から構成される DWST／MWST が地方自治体下に形成される。 

□ DWST／MWST に対し OJT を提供することにより、住民組織形成、コミュニティとの合

意形成、コミュニティに対する技術指導、運営・維持管理指導等の能力が向上する。 

□ DWST／MWST により定期的に対象コミュニティの運営・維持管理に係るモニタリング

とフォロー・アップが提供される。 

 

4. 成果達成度の確認方法 

上記 3．で定めた成果の達成度を確認する方法を以下に設定する。 

成果（1） 【計画対象コミュニティにおいて、地域住民の主体的参画に基づく給水施設の運

営・維持管理体制が整備・強化される】に対する達成度の確認方法 

□ 給水施設の運営・維持管理体制とマネージメント・組織形態について地域コミュニティ

との合意議事録 

□ 水利用者組合（WUA：Water User Association）の組合員名簿帳 

□ WUA 総会の議事録、組合執行部の選挙記録、同執行部メンバー・リスト 

□ 施設の運営・維持管理に係る WUA 規約 

□ 組織の運用に係る WUA 規約 

□ WUA の組織登記簿 

□ WUA による運営・維持管理記録ならびに財務記録 

□ WUA に対するトレーニング記録 

□ ソフトコンポーネント完了報告書 

成果（2） 【地方自治体のコミュニティ支援体制が向上する】に対する達成度の確認方法 

□ DWST／MWST メンバー・リスト 

□ 地域コミュニティでの運営・維持管理体制整備および参加型衛生教育に係るトレーニン

グ・マニュアル 

□ DWST／MWST に対する OJT 記録 

□ DWST／MWST によるモニタリング・評価計画 

□ ソフトコンポーネント完了報告書 

 

5. ソフトコンポーネントの活動（投入計画） 

上述のソフトコンポーネントの目標ならびに成果を達成するために必要な活動計画の策定を

行った。諸活動の設定は、上記の成果に対応するもので、大別すると以下の通りである。 

1） 地域住民の主体参画に基づく給水施設の運営・維持管理体制づくりに係る活動 

1-1. コミュニティ全体会合の開催 

1-2. 参加型コミュニティ・アセスメントの実施とコミュニティ行動計画（CAP：

Community Action Plan）の策定、合意形成 
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1-3. 対象コミュニティにおける参加促進活動の展開 

1-4. WUA の形成と執行部の選出 

1-5. 運営・維持管理ならびに組織運営に係る WUA 規約の策定 

1-6. WUA の組織登記 

1-7. WUA 執行部に対する運営・維持管理能力向上のための各種トレーニングの実施 

2） 地方自治体のコミュニティ支援体制の向上に係る活動 

2-1. フィールド・マニュアルの作成 

2-2. 県／市水・衛生チーム（DWST／MWST：District／Municipal Water and Sanitation 

Team）の形成 

2-3. DWST／MWST に対するトレーナー育成トレーニング（TOT：Training of Trainers）

の実施と、DWST による行動計画の策定 

2-4. フィールド・マニュアルを利用してのコミュニティ・レベルでの活動展開ならび

に DWST に対する OJT 

2-5. モニタリング・評価に係る DWST の計画策定 

 

3） 事業実施による効果指標測定のための活動 

3.1. DWST／MWST によるモニタリングとフォロー・アップの実施 

これら活動の詳細を、活動内容と目的、対象者、実施方法、活動期間、実施のための人的リ

ソース、成果品、ならびに日本国側／相手国側負担の項目にして次表にまとめた。なお、下

表は時系列となっているため、上記の活動番号との対比が行えるように、同活動番号を記載

した。 
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日
／

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

 

邦
人

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
 

N
G

O
／

ロ
ー

カ
ル

・
コ

ン

サ
ル

タ
ン

ト
 

D
W

S
T
 

【
日

本
国

側
負

担
】
 

議
事

録
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活
動

内
容

 

 

目
的

 

 

対
象

者
 

 

実
施

方
法

 

 

期
間

 

実
施

リ
ソ

ー
ス

 

【
負

担
者

】
 

 

成
果

品
 

1
-
2
) 

参
加

型
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
・
ア

セ
ス

メ
ン

ト
の

実
施

と
村

落
ア

ク
シ

ョ

ン
・
プ

ラ
ン

の
策

定
 

P
R

A
等

の
参

加
型

分
析

手
法

を
用

い
、

本
件

実

施
、

な
ら

び
に

運
営

・
維

持
管

理
に

際
し

て
想

定
さ

れ
る

問
題

・
課

題
の

分
析

を
通

じ
て

、
事

業
実

施
に

係
る

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
タ

ス
ク

と
そ

の
手

段
を

明
確

に

し
た

村
落

ア
ク

シ
ョ

ン
・
プ

ラ
ン

を
作

成
し

、
活

動
実

施
中

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
指

標
と

し
て

活
用

で
き

る
よ

う

に
す

る
。

 

全
対

象
コ

ミ
ュ

ニ

テ
ィ

（
W

U
A

）
 

参
加

型
フ

ィ
ー

ル
ド

・

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
 

1
.0

日
／

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

 

邦
人

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
 

N
G

O
／

ロ
ー

カ
ル

・
コ

ン

サ
ル

タ
ン

ト
 

D
W

S
T
 

【
日

本
国

側
負

担
】
 

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
報

告
書

 

ア
ク

シ
ョ

ン
・
プ

ラ
ン

 

1
-
2
) 

村
落

会
合

の
開

催
（
ア

ク
シ

ョ
ン

・
プ

ラ
ン

に
係

る
村

落
合

意

形
成

）
 

上
記

に
て

作
成

さ
れ

る
村

落
ア

ク
シ

ョ
ン

・
プ

ラ
ン

に

関
し

て
、

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

全
体

の
合

意
と

コ
ン

セ
ン

サ

ス
の

形
成

を
行

う
。

 

全
対

象
コ

ミ
ュ

ニ

テ
ィ

（
全

体
）
 

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

／
会

合
 

0
.5

日
／

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

 

邦
人

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
 

N
G

O
／

ロ
ー

カ
ル

・
コ

ン

サ
ル

タ
ン

ト
 

D
W

S
T
 

【
日

本
国

側
負

担
】
 

合
意

さ
れ

た
ア

ク
シ

ョ

ン
・
プ

ラ
ン

 

ス
テ

ー
ジ

3
：
建

設
実

施
段

階
（
C

o
n
st

ru
c
ti
o
n
／

Im
p
le

m
e
n
ta

ti
o
n
）
 

1
-
4
/1

-
5/

1
-6

) 
参

加
型

運
営

・
維

持
管

理
に

係
る

規
約

の
策

定
支

援
、

セ
ク

タ
ー

・
リ

フ
ォ

ー
ム

に
と

も
な

う
W

S
S
*
マ

ネ
ー

ジ
メ

ン
ト

体
制

の
オ

プ
シ

ョ
ン

説
明

（
*
W

S
S
：
W

at
e
r 

S
up

pl
y 

an
d 

S
an

it
at

io
n
）
 

工
事

実
施

の
前

提
条

件
と

し
て

地
域

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

に
よ

り
自

主
的

に
作

成
さ

れ
る

規
約

を
、

そ
の

実
行

可
能

性
と

有
効

性
の

観
点

か
ら

見
直

し
、

具
現

可
能

な
も

の
と

す
る

。
 

全
対

象
コ

ミ
ュ

ニ

テ
ィ

（
W

U
A

）
 

参
加

型
フ

ィ
ー

ル
ド

・

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
 

0
.5

日
／

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

 

N
G

O
／

ロ
ー

カ
ル

・
コ

ン

サ
ル

タ
ン

ト
 

D
W

S
T
 

【
日

本
国

側
負

担
】
 

運
営

・
維

持
管

理
に

係

る
規

約
 

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
報

告
書

 

1
-
7
/1

-
3/

2
-3

) 
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
・
レ

ベ
ル

で
の

運
営

・
維

持
管

理
能

力
／

衛
生

概
念

・
慣

習
の

向
上

を
目

的
と

し
た

活
動

展
開

と
、

D
W

S
T

に
対

す
る

O
n
-
th

e
-
J
o
b-

T
ra

in
in

g
の

実
施

 

 
D

W
S
T
／

M
W

S
T

に
対

す
る

参
加

促
進

ス
キ

ル
の

向

上
と

村
落

レ
ベ

ル
で

の
参

加
促

進
の

実
施

 

 
W

S
S

マ
ネ

ー
ジ

メ
ン

ト
委

員
会

に
対

す
る

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
・
ス

キ
ル

の
向

上
と

D
W

S
T

に
対

す
る

O
J
T
 

 
W

S
S

会
計

係
、

D
W

S
T

に
対

す
る

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

（
出

納
・
会

計
能

力
の

向
上

）
と

D
W

S
T

に
対

す
る

O
J
T
 

 
W

S
S

技
工

に
対

す
る

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

（
施

設
保

守
・
維

持
管

理
技

術
の

向
上

）
と

D
W

S
T

に
対

す
る

O
J
T
 

 
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
・
リ

ソ
ー

ス
・
パ

ー
ソ

ン
に

対
す

る
参

加

型
衛

生
教

育
ス

キ
ル

の
向

上
と

村
落

レ
ベ

ル
で

の
衛

生
教

育
の

実
施

 

上
記

フ
ィ

ー
ル

ド
・
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
利

用
し

て
の

、
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
に

対
す

る
運

営
維

持
管

理
能

力
な

ら
び

に
衛

生
概

念
向

上
の

た
め

の
活

動
の

展
開

と

D
W

S
T

に
対

す
る

フ
ァ

シ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
・
ス

キ
ル

の

向
上

 

D
W

S
T

／
M

W
S

T

な
ら

び
に

全
対

象

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

（
W

U
A

、
コ

ミ
ュ

ニ

テ
ィ

・
リ

ソ
ー

ス
・

パ
ー

ソ
ン

）
 

参
加

型
フ

ィ
ー

ル
ド

・

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
 

5
.0

日
間

（
レ

ベ
ル

2

標
準

）
／

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

 

 

N
G

O
／

ロ
ー

カ
ル

・
コ

ン

サ
ル

タ
ン

ト
 

D
W

S
T
 

【
日

本
国

側
負

担
】
 

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

報
告

書
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活
動

内
容

 

 

目
的

 

 

対
象

者
 

 

実
施

方
法

 

 

期
間

 

実
施

リ
ソ

ー
ス

 

【
負

担
者

】
 

 

成
果

品
 

1
-
3
) 

上
記

活
動

（
参

加
促

進
・
衛

生
教

育
の

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

展
開

）
に

係
る

フ
ォ

ロ
ー

・
ア

ッ
プ

 

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

・
レ

ベ
ル

に
お

い
て

展
開

さ
れ

る
上

記

活
動

の
フ

ォ
ロ

ー
・
ア

ッ
プ

を
通

じ
て

、
オ

ー
ナ

ー

シ
ッ

プ
意

識
、

参
加

型
運

営
・
維

持
管

理
に

係
る

意

識
と

衛
生

概
念

を
向

上
さ

せ
る

。
 

全
対

象
コ

ミ
ュ

ニ

テ
ィ

（
W

U
A

）
 

参
加

型
フ

ィ
ー

ル
ド

・

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
 

2
.0

日
／

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

 

N
G

O
／

ロ
ー

カ
ル

・
コ

ン

サ
ル

タ
ン

ト
 

D
W

S
T
 

【
日

本
国

側
負

担
】
 

 
議

事
録

 

ス
テ

ー
ジ

4
：
運

営
・
維

持
管

理
段

階
（
O

p
e
ra

ti
o
n
 a

n
d 

M
ai

n
te

n
an

c
e
）
 

1
-
7
) 

W
U

A
に

対
す

る
フ

ォ
ロ

ー
・
ア

ッ
プ

・
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
の

実
施

（
運

営
・
維

持
管

理
能

力
の

強
化

）
 

実
際

に
給

水
シ

ス
テ

ム
を

運
営

・
維

持
管

理
す

る
こ

と
に

よ
り

認
識

さ
れ

る
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
・
ニ

ー
ズ

を
確

認
し

、
フ

ォ
ロ

ー
・
ア

ッ
プ

・
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
を

実
施

す

る
。

 

 

全
対

象
コ

ミ
ュ

ニ

テ
ィ

（
W

U
A

）
 

参
加

型
フ

ィ
ー

ル
ド

・

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
 

2
.0

日
／

対
象

コ
ミ

ュ

ニ
テ

ィ
 

N
G

O
／

ロ
ー

カ
ル

・
コ

ン

サ
ル

タ
ン

ト
 

D
W

S
T
 

【
日

本
国

側
負

担
】
 

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

報
告

書
 

ス
テ

ー
ジ

5
：
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
／

フ
ォ

ロ
ー

・
ア

ッ
プ

段
階

（
M

o
n
it
o
ri
n
g 

an
d 

F
o
llo

w
-
u
p）

 

2
-
5
) 

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

／
フ

ォ
ロ

ー
・
ア

ッ
プ

に
係

る
チ

ェ
ッ

ク
・
リ

ス
ト

の

作
成

 

給
水

シ
ス

テ
ム

の
運

営
・
維

持
管

理
に

係
り

、
モ

ニ

タ
リ

ン
グ

事
項

の
抽

出
を

行
い

、
指

標
の

設
定

な
ら

び
に

チ
ェ

ッ
ク

・
リ

ス
ト

を
作

成
し

、
定

期
的

な
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
体

制
を

構
築

す
る

。
 

  

対
象

6
地

方
自

治
体

（
D

W
S
T

／

M
W

S
T
）
 

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
 

1
.0

日
／

県
 

N
G

O
 

D
W

S
T
 

【
日

本
国

側
負

担
】
 

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

／
フ

ォ

ロ
ー

・
ア

ッ
プ

に
係

る

チ
ェ

ッ
ク

・
リ

ス
ト

 

3
-
1
) 

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

と
フ

ォ
ロ

ー
・
ア

ッ
プ

 
上

記
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

・
チ

ェ
ッ

ク
・
リ

ス
ト

を
用

い
、

D
W

S
T

／
M

W
S

T
が

対
象

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

に
て

フ
ォ

ロ
ー

・
ア

ッ
プ

活
動

を
展

開
す

る
。

 

 

全
対

象
コ

ミ
ュ

ニ

テ
ィ

（
W

U
A

）
 

フ
ィ

ー
ル

ド
調

査
 

2
日

／
月

／
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
 

（
3

ヶ
月

間
）
 

D
W

S
T
 

【
相

手
国

側
負

担
】
 

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

報
告

書
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6. ソフトコンポーネントの実施リソースの調達方法 

ソフトコンポーネント活動を実施するために配置が想定される要員の情報を以下に示す。 

1） 邦人コンサルタント要員 1 名（運営・維持管理計画担当） 

ソフトコンポーネントの計画立案、活動工程ならびにプログラムの全体監理を行うとと

もに、施主および日本側関係諸機関への連絡・報告、プログラムの各関係主体との協議、

調整、工事工程との調整を担当する。また、活動実施主体となる以下の現地人材に対す

る技術指導を行う。 

2） 実施機関カウンターパート 1 名 

水省（中央）から本プログラムのカウンターパートとしてスタッフが参画し、邦人コン

サルタントと協力して活動の監理にあたる。また、プログラム実施に際し、必要な場合

には相手国側関連機関との調整、協力要請を担当する。 

3） ローカル NGO／コンサルタント 

本ソフトコンポーネントの活動実施にあたっては、実施機関側にノウハウの蓄積に乏し

いため、計画対象地域にて類似業務の実績ならびに能力を有するローカル NGO もしく

はローカル・コンサルタントを起用し、技術の移転と定着を図る。想定される要員の内

訳は対象地域の規模ならびに実施期間等を考慮し、以下の通りとする。いずれも対象地

域にて類似業務の経験を有し、地域住民との円滑なコミュニケーションが可能な人材を

配置する。 

① プログラム・コーディネーター 1 名／州（のべ合計 2 名） 

邦人コンサルタントによる指導の下、対象地域における活動実施を主導するとともに、

活動の進捗状況、各活動における手法ならびに成果を管理し、邦人コンサルタントに対

し活動報告を行う。同要員は、本件類似活動にプログラム責任者として従事した経験を

有する者とする。 

② コミュニティ・ファシリテーター 1 名／地方自治体（のべ合計７名） 

プログラム・コーディネーターの管理の下、同要員を補佐し、コミュニティ・レベルで

の活動展開を担当する。地方村落部給水サブ・セクターでの参加型運営・維持管理体制

の構築、参加型計画・モニタリング・評価、地域コミュニティの能力育成に係るプログ

ラムに従事した経験を有する者とする。 

4） 県／市・水衛生チーム（DWST/MWST：District/Municipal Water and Sanitation Team） 

本ソフトコンポーネント実施により、各地方自治体にて、県水利官（DWE：District Water 

Engineer）を中心に、水・衛生サブ・セクターに関わる地方自治体の関係職員から構成さ

れる県水・衛生チーム（DWST：District Water and Sanitation Team）を形成する。同チー
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ムの形成にあたっては、実施機関である水省が中心となり、各地方自治体との調整を図

ることとする。参加型運営・維持管理体制の構築に係る知識ならびにコミュニティに対

するファシリテーション・スキルの活動展開プロセスを通じて OJT を提供することによ

り、技術の移転と定着を図る。 

 

7. ソフトコンポーネントの実施行程【施設建設の工期と合わせて設定する】 

実施工程は表 3 に示す。 

 

8. ソフトコンポーネントの成果品 

ソフトコンポーネントの成果品は、前表に活動毎にまとめた。先方実施機関ならびに日本国

側に提出ソフトコンポーネント完了報告書の他に、主な成果品としては、DWST 用のフィー

ルド・マニュアル、DWST の行動計画、各種トレーニング／ワークショップ報告書、会合で

の議事録、コミュニティ行動計画、DWST によるモニタリングに係るチェック・リストと報

告書、ポスト・ベースライン調査報告書等であり、これらにより活動の実施状況と成果の達

成度を確認する。 

 

9. ソフトコンポーネントの概算事業費 

日本側負担事業費： 19,881,000 円 

 

10. 相手国実施機関の責務 

上記のソフトコンポーネント実施にあたり、実施機関側の負担にて行う活動は以下の通りで

ある。 

□ 県水・衛生チーム（DWST：District Water and Sanitation Team）の形成 

□ 施設完成後のコミュニティに対するモニタリングとフォロー・アップ 
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表 3 ソフト・コンポーネント工程表 

項　　目

　閣議 ▲ ▲

　交換公文調印 ▼ ▼延長 ▼ ▼延長

　ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ契約（現地） ■ ■

　詳細設計（現地）

　図書作成

　入札図書確認（現地）

　入札（P/Q)公示 ▲ ▲

　現説　図渡し □ □

　入　　札 ▲ ▲

　工事業者契約

　工事業者契約認証 ▲ ▲

建設工事
Kwamduma/Bagamoyo

Minazi Mikinda/Kibaha

Msimbu/Kisarawe

Matosa/Kinondoni Kibindu/Bagamoyo Kitunda (1/2)/Ilala Njopeka/Mkuranga

Kitomondo/Kibaha Chole/Kisarawe Kitunda (2/2)/Ilala Mwandege-Kipala/Mkuranga

Kibugumo/Temeke Yaleyale Puna/Temeke Kitunda-Mzinga/Ilala Kisemvule/Mkuranga

Mjimwema/Temeke Tundwi Songani/Temeke Msongola/Ilala Marogoro/Mfuru Mwambao/Mkuranga

Pugu Station/Ilala Vianzi/Mkuranga

第1期 第2期

20 日 /案件 1 案件 20 0

30
Kinondoni Bagamoyo Ilala Mkuranga

Kibaha Kisarawe

Temeke

5 Kinondoni 5 Bagamoyo 5 Ilala 5 Mkuranga

5 Kibaha 5 Kisarawe

5

0.5 Matosa 0.5 Kwamduma 0.5 Kibindu 0.5 Kitunda (1/2) 0.5 Njopeka

0.5 Kitomondo 0.5 Minazi Mikinda 0.5 Chole 0.5 Kitunda (2/2) 0.5 Mwandege/Kipala

0.5 Kibugumo 0.5 Msimbu 0.5 Yaleyale Puna 0.5 Kitunda/Mzinga 0.5 Kisemvule

0.5 Mjimwema 0.5 Tundwi Songani 0.5 Msongola 0.5 Marogoro/Mfuru Mwambao

0.5 Pugu Station 0.5 Vianzi

1 Matosa 1 Kwamduma 1 Kibindu 1 Kitunda (1/2) 1 Njopeka

1 Kitomondo 1 Minazi Mikinda 1 Chole 1 Kitunda (2/2) 1 Mwandege/Kipala

1 Kibugumo 1 Msimbu 1 Yaleyale Puna 1 Kitunda/Mzinga 1 Kisemvule

1 Mjimwema 1 Tundwi Songani 1 Msongola 1 Marogoro/Mfuru Mwambao

1 Pugu Station 1 Vianzi

0.5 Matosa 0.5 Kwamduma 0.5 Kibindu 0.5 Kitunda (1/2) 0.5 Njopeka

0.5 Kitomondo 0.5 Minazi Mikinda 0.5 Chole 0.5 Kitunda (2/2) 0.5 Mwandege/Kipala

0.5 Kibugumo 0.5 Msimbu 0.5 Yaleyale Puna 0.5 Kitunda/Mzinga 0.5 Kisemvule

0.5 Mjimwema 0.5 Tundwi Songani 0.5 Msongola 0.5 Marogoro/Mfuru Mwambao

0.5 Pugu Station 0.5 Vianzi

0.5 0.5 Kwamduma 0.5 Kibindu 0.5 Kitunda (1/2) 0.5 Njopeka

0.5 0.5 Minazi Mikinda 0.5 Chole 0.5 Kitunda (2/2) 0.5 Mwandege/Kipala

0.5 0.5 Msimbu 0.5 Yaleyale Puna 0.5 Kitunda/Mzinga 0.5 Kisemvule

0.5 0.5 Tundwi Songani 0.5 Msongola 0.5 Marogoro/Mfuru Mwambao

0.5 Pugu Station 0.5 Vianzi

3 Matosa 2 Matosa 3 Kwamduma 2 Kwamduma 3 Kibindu 2 Kibindu 3 Kitunda (1/2) 2 Kitunda (1/2) 3 Njopeka 2 Njopeka

3 Kitomondo 2 Kitomondo 3 Minazi Mikind 2 Minazi Mikinda 3 Chole 2 Chole 3 Kitunda (2/2) 2 Kitunda (2/2) 3 Mwandege/K 2 Mwandege/Kipala

3 Kibugumo 2 Kibugumo 3 Msimbu 2 Msimbu 3 Yaleyale Pun 2 Yaleyale Puna 3 Kitunda/Mzin 2 Kitunda/Mzinga 3 Kisemvule 2 Kisemvule

3 Mjimwema 2 Mjimwema 3 Tundwi Song 2 Tundwi Songani 3 Msongola 2 Msongola 3 Marogoro/Mf 2 Marogoro/Mfuru Mwambao

3 Pugu Station 2 Pugu Station 3 Vianzi 2 Vianzi

2 Matosa 2 Kwamduma 2 Kibindu 2 Kitunda (1/2) 2 Njopeka

2 Kitomondo 2 Minazi Mikinda 2 Chole 2 Kitunda (2/2) 2 Mwandege/Kipala

2 Kibugumo 2 Msimbu 2 Yaleyale Puna 2 Kitunda/Mzinga 2 Kisemvule

2 Mjimwema 2 Tundwi Songani 2 Msongola 2 Marogoro/Mfuru Mwambao

2 Pugu Station 2 Vianzi

2 Matosa 2 Kwamduma 2 Kibindu 2 Kitunda (1/2) 2 Njopeka

2 Kitomondo 2 Minazi Mikinda 2 Chole 2 Kitunda (2/2) 2 Mwandege/Kipala

2 Kibugumo 2 Msimbu 2 Yaleyale Puna 2 Kitunda/Mzinga 2 Kisemvule

2 Mjimwema 2 Tundwi Songani 2 Msongola 2 Marogoro/Mfuru Mwambao

2 Pugu Station 2 Vianzi

1.0 Kinondoni 1.0 Kisarawe 1.0 Ilala 1.0 Mkuranga

1.0 Kibaha 1.0 Bagamoyo

1.0 Temeke

Matosa Matosa Kwamdu Matosa Kwamduma Kwamduma Kibindu Kibindu Kibindu Kitunda (1/2) Kitunda (1/2) Kitunda (1/2) Njopeka Njopeka

Kitomondo Kitomon Minazi MKitomon Minazi Mikinda Minazi Mikinda Chole Chole Chole Kitomondo Kitomondo Kitomondo Mwandege/Kipala Mwandeg

Kibugumo KibugumMsimbu KibugumMsimbu Msimbu Yaleyale Puna Yaleyale Puna Yaleyale Puna Kibugumo Kibugumo Kibugumo Kisemvule Kisemvu

Mjimwema Mjimwema Mjimwema Tundwi Songani Tundwi Songani Tundwi Songani Mjimwema Mjimwema Mjimwema Marogoro/Mfuru MMarogoro

Pugu Station Pugu Station Pugu Station Vianzi Vianzi

1.　邦人コンサルタント 1名

　　（施設運営維持管理計画／衛生教育） 1期 2期 合計 1期 2期

   　（3級） 1.87 1.43 3.30 176.5 127.0

1.87 人・月 0.93人・月 0.5人・月

2.　現地NGO／コンサルタント

1期 2期 合計

5.9 4.2 10.1

延べ177人・日／5.9人・月 延べ127人・日／4.2人・月

5.2 4.2 9.4

延べ157人・日／5.2人・月 延べ127人・日／4.2人・月

1 00 15 10 2010 10 15 13.50 5 12.5 150 14 8 1613 20.5 17 3130 10 1215

/村落 11 村落 2210 村落

22 20

55 50

20

11 村落 10 村落

5.5 5村落 10 村落0.5 日 /村落 11

5.5 5村落 10 村落0.5 日 /村落 11

11 10村落 10 村落1.0 日 /村落 11

5.5 5村落 10 村落0.5 日 /村落 11

25 10県／市 2 県／市5 日 /県 5

県／市 2 県／市15 日 /県 5

人月

人月 所用日数計

  ファシリテーター（参加型給水・衛生担
当）

  プログラム・コーディネーター

ステージ5）モニタリング／フォロー･アップ段階

コミュニティ・レベルでの運営・維持管理能力／
衛生概念・慣習の向上を目的とした活動展開
と、DWST／MWSTに対するOn-the-Job
Trainingの実施

5.0 日

ステージ4）運営・維持管理段階

2.0
WUAに対するフォロー・アップ・トレーニングの
実施（運営・維持管理の強化）

2.0
上記活動（参加促進・衛生教育のコミュニティ
展開）に係るフォロー・アップ

日

/村落

1 2 39 10 11510 2

2010年

平成21年度

4 5 6 7 128

2009年

平成20年度

392 3 4 10 11 12 116 7 8 9 11

2007年

平成19年度

2008年

第2期

6 7 84 5 12

所用日数計

西暦

年　　度

ソフトコンポーネント活動 所用日数
第1期

対象活動数

ステージ1）計画準備段階

レベルー1給水施設建設

レベルー2給水施設建設

フィールド・マニュアルの作成

【先方負担】
県／市水・衛生チーム（DWST／MWST：
District／Municipal Water and Sanitation
Team）の形成

DWST／MWSTに対するトレーナーズ育成ト
レーニングの実施と各県DWST行動計画の策
定

村落10

ステージ2）参加型計画段階

コミュニティ全体会合と工事実施条件の確認

参加型コミュニティ・アセスメントの実施と村落
アクション・プランの策定

村落会合の開催（村落アクション・プランに係る
村落合意形成）

ステージ3）建設実施段階

参加型運営・維持管理に係る規約の策定支
援、セクター・リフォームに伴うWSSマネージメ
ント体制のオプション説明

村落11/村落日

1.0 日 /県 55 県／市 2 県／市 2モニタリング／フォロー・アップに係るチェック・
リストの作成

村落 村落
【先方負担】
モニタリングとフォロー・アップ（3ヶ月間） 2.0 日 /村落 0 0

実
施
設
計

要
員
計
画

建
設
工
事

契
約

 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７.  NEMC より発行された ETA 免除に関するレター 
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９. その他の資料・情報 

 

(1) 物理探査データ 

(2) 試掘揚水試験結果 
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資料 9．その他の資料・情報 

(1) 物理探査データ 

物理探査結果 
 

1．物理探査地点 

地下水を水源とする村落において、井戸掘削地点決定のために比抵抗二次元探査による物理探

査を実施した。探査地点の中心位置、両端の位置のそれぞれの座標を表－1 に、探査測線の配

置図を図－1 示す。 
 

2．探査データ解析結果 

探査データを解析した結果を図－2 に示す。また、解析結果を基にして選定した井戸掘削予定

地点を表－2 に示す。 
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表－1 物理探査地点一覧表 (1/3) 

d m s d m s
0 S 5 59 32.54 E 37 55 37.28

Center S 5 59 29.08 E 37 55 40.82
310 S 5 59 25.02 E 37 55 43.77
0 S 5 59 26.46 E 37 55 37.71

Center S 5 59 29.78 E 37 55 41.47
310 S 5 59 33.78 E 37 55 44.21
0 S 5 59 32.79 E 37 55 29.97

Center S 5 59 35.77 E 37 55 34.12
310 S 5 59 38.14 E 37 55 38.35
0 S 6 0 44.01 E 38 4 43.65

Center S 6 0 39.91 E 38 4 46.61
310 S 6 0 36.13 E 38 4 49.87
0 S 6 0 34.69 E 38 4 31.03

Center S 6 0 30.57 E 38 4 33.26
310 S 6 0 26.95 E 38 4 36.64
0 S 6 48 44.08 E 38 39 8.14

Center S 6 48 43.54 E 38 39 13.09
310 S 6 48 43.23 E 38 39 18.12
0 S 6 48 42.22 E 38 39 12.88

Center S 6 48 44.58 E 38 39 13.74
310 S 6 48 46.91 E 38 39 14.69
0 S 6 48 47.16 E 38 39 12.10

Center S 6 48 46.48 E 38 39 14.49
310 S 6 48 45.63 E 38 39 16.76
0 S 6 48 2.09 E 38 39 29.25

Center S 6 48 2.65 E 38 39 34.17
310 S 6 48 2.78 E 38 39 39.14
0 S 6 47 58.13 E 38 39 31.84

Center S 6 48 2.65 E 38 39 34.17 same as 2-1st Line

310 S 6 48 6.27 E 38 39 37.58
0 S 6 48 41.58 E 38 38 44.35

Center S 6 48 42.37 E 38 38 49.28
310 S 6 48 44.45 E 38 38 53.85
0 S 6 48 47.78 E 38 38 51.33

Center S 6 48 42.77 E 38 38 51.17
310 S 6 48 37.88 E 38 38 52.10
0 S 6 48 37.86 E 38 39 19.86

Center S 6 48 37.63 E 38 39 22.32
310 S 6 48 38.04 E 38 39 24.89
0 S 6 49 9.16 E 38 38 41.84

Center S 6 49 7.94 E 38 38 46.75
310 S 6 49 6.20 E 38 38 51.43
0 S 6 50 51.62 E 38 38 0.32

Center S 6 50 46.89 E 38 38 2.13
310 S 6 50 42.43 E 38 38 4.42
0 S 6 50 46.72 E 38 37 59.56

Center S 6 50 47.56 E 38 38 2.02
310 S 6 50 47.86 E 38 38 4.37
0 S 6 50 48.44 E 38 38 3.56

Center S 6 50 47.52 E 38 38 5.83
310 S 6 50 46.18 E 38 38 7.88
0 S 6 52 10.86 E 38 36 31.93

Center S 6 52 12.76 E 38 36 33.51
310 S 6 52 14.60 E 38 36 35.18
0 S 6 52 6.60 E 38 36 36.93

Center S 6 52 8.98 E 38 36 37.56
310 S 6 52 11.41 E 38 36 38.27
0 S 6 51 28.41 E 38 37 28.67

Center S 6 51 29.39 E 38 37 30.94
310 S 6 51 30.96 E 38 37 32.90
0 S 6 50 55.88 E 38 37 53.79

Center S 6 50 56.32 E 38 37 56.16
310 S 6 50 56.85 E 38 37 58.62

2-1st Line

2-2nd Line

2-3rd Line

2-4th Line

Village Survey Line ST No.District/
Municipality

Minazi Mikinda(2/2)/
Kitomondo

Kibaha

Bagamoyo

Memo

2-1st Line

2-2nd Line

3-3rd Line

1st Line

2nd Line

2nd Line

3rd Line

LongitudeLatitude

Kibindu

Kwanduma

Minazi Mikinda(1/2)

1st Line

3rd Line

1st Line

2nd Line

3rd Line

2-6th Line

2-4th Line

2-5th Line

1st Line

2nd Line
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表－1 物理探査地点一覧表 (2/3) 

d m s d m s
0 S 7 20 40.27 E 38 39 44.33

Center S 7 20 42.07 E 38 39 48.97
310 S 7 20 43.65 E 38 39 53.63
0 S 7 20 43.69 E 38 39 42.15

Center S 7 20 47.34 E 38 39 45.46
310 S 7 20 50.84 E 38 39 48.86
0 S 7 20 48.89 E 38 39 37.42

Center S 7 20 52.74 E 38 39 40.60
310 S 7 20 55.45 E 38 39 44.63
0 S 7 20 54.90 E 38 39 32.51

Center S 7 20 57.70 E 38 39 36.32
310 S 7 20 59.77 E 38 39 40.87
0 S 7 6 33.62 E 39 1 23.70

Center S 7 6 29.70 E 39 1 26.63
310 S 7 6 26.17 E 39 1 30.23
0 S 7 6 36.32 E 39 1 27.64

Center S 7 6 32.26 E 39 1 29.87
310 S 7 6 27.98 E 39 1 32.56
0 S 7 6 36.82 E 39 1 30.97

Center S 7 6 32.06 E 39 1 32.81
310 S 7 6 27.61 E 39 1 34.75
0 S 7 6 42.47 E 39 1 33.34

Center S 7 6 38.95 E 39 1 36.65
310 S 7 6 34.67 E 39 1 39.71
0 S 6 58 14.43 E 39 17 24.48

Center S 6 58 19.14 E 39 17 25.70
310 S 6 58 24.06 E 39 17 27.36
0 S 6 58 26.34 E 39 17 17.10

Center S 6 58 26.57 E 39 17 22.18
310 S 6 58 24.17 E 39 17 26.29
0 S 7 2 14.06 E 39 15 50.86

Center S 7 2 13.72 E 39 15 56.08
310 S 7 2 12.39 E 39 16 0.61
0 S 7 2 8.95 E 39 15 56.78

Center S 7 2 13.81 E 39 15 57.27
310 S 7 2 18.39 E 39 15 57.78
0 S 7 2 13.24 E 39 15 58.66

Center S 7 2 10.74 E 39 16 2.49
310 S 7 2 8.09 E 39 16 7.26
0 S 7 5 19.84 E 39 22 39.03

Center S 7 5 17.91 E 39 22 40.55
310 S 7 5 15.76 E 39 22 41.96
0 S 7 5 20.42 E 39 22 31.84

Center S 7 5 16.10 E 39 22 34.40
310 S 7 5 12.04 E 39 22 37.38
0 S 7 2 42.17 E 39 19 40.09

Center S 7 2 43.56 E 39 19 44.89
310 S 7 2 44.76 E 39 19 49.58
0 S 7 2 58.82 E 39 20 19.95

Center S 7 2 54.05 E 39 20 21.35
310 S 7 2 49.33 E 39 20 21.99

Longitude MemoVillage Survey Line ST No. Latitude

Mkuranga

Mwandege/Kipala

Kisemvule

Chole

Msimbu

Marogoro/
Mfuru Mwambao

Kisarawe

District/
Municipality

Vianzi

3rd Line

1st Line

2nd Line

1st Line

2nd Line

3rd Line

4th Line

3rd Line

4th Line

1st Line

2nd Line

1st Line

2nd Line

1st Line

2nd Line

1st Line

2nd Line
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表－1 物理探査地点一覧表 (3/3) 

d m s d m s
0 S 6 54 55.21 E 39 10 57.81

Center S 6 54 59.54 E 39 11 0.33

310 S 6 55 4.11 E 39 11 2.42

0 S 6 55 1.45 E 39 10 52.79

Center S 6 55 0.45 E 39 10 57.68

310 S 6 54 58.70 E 39 11 2.38

0 S 6 54 55.04 E 39 10 53.12

Center S 6 54 59.92 E 39 10 54.05

310 S 6 55 4.46 E 39 10 55.89

0 S 6 55 6.55 E 39 10 53.74

Center S 6 55 4.18 E 39 10 58.20

310 S 6 55 1.89 E 39 11 2.51
0 S 6 56 21.27 E 39 10 33.28

Center S 6 56 24.56 E 39 10 37.01

310 S 6 56 27.98 E 39 10 40.77

0 S 6 56 26.36 E 39 10 34.73

Center S 6 56 22.27 E 39 10 37.65

310 S 6 56 18.37 E 39 10 40.84

0 S 6 54 34.44 E 39 11 46.39

Center S 6 54 38.63 E 39 11 49.21

310 S 6 54 42.67 E 39 11 52.16

0 S 6 54 42.48 E 39 11 46.03

Center S 6 54 38.63 E 39 11 49.21 same as 1st Line

310 S 6 54 35.29 E 39 11 53.02

0 S 6 58 0.41 E 39 10 28.46

Center S 6 57 55.70 E 39 10 30.05

310 S 6 57 50.95 E 39 10 31.62

0 S 6 57 55.92 E 39 10 28.82

Center S 6 57 55.22 E 39 10 33.78

310 S 6 57 55.25 E 39 10 38.77

0 S 6 52 49.41 E 39 7 39.85

Center S 6 52 48.76 E 39 7 44.84

310 S 6 52 49.41 E 39 7 49.82

0 S 6 53 0.05 E 39 7 11.18

Center S 6 53 0.38 E 39 7 16.26

310 S 6 53 2.08 E 39 7 20.74
0 S 6 44 35.15 E 39 7 46.22

Center S 6 44 39.35 E 39 7 48.91
310 S 6 44 43.57 E 39 7 51.64
0 S 6 44 8.45 E 39 7 23.27

Center S 6 44 9.47 E 39 7 28.21
310 S 6 44 10.33 E 39 7 33.16
0 S 6 52 19.26 E 39 22 31.32

Center S 6 52 14.38 E 39 22 32.17
310 S 6 52 9.54 E 39 22 34.17
0 S 6 52 14.03 E 39 22 29.73

Center S 6 52 14.38 E 39 22 32.17 same as 1st Line
310 S 6 52 14.86 E 39 22 34.67
0 S 6 51 16.14 E 39 20 36.52

Center S 6 51 11.69 E 39 20 38.65
310 S 6 51 7.06 E 39 20 40.48
0 S 6 51 10.60 E 39 20 36.41

Center S 6 51 11.69 E 39 20 38.65 same as 1st Line
310 S 6 51 12.54 E 39 20 41.01
0 S 7 2 49.34 E 39 31 35.86

Center S 7 2 49.32 E 39 31 40.88
310 S 7 2 49.78 E 39 31 45.86
0 S 7 2 44.51 E 39 31 39.83

Center S 7 2 49.32 E 39 31 40.88 same as 1st Line
310 S 7 2 54.19 E 39 31 42.20
0 S 7 6 13.28 E 39 25 38.37

Center S 7 6 11.90 E 39 25 43.17
310 S 7 6 9.38 E 39 25 47.02
0 S 7 6 12.68 E 39 25 36.75

Center S 7 6 8.51 E 39 25 39.51
310 S 7 6 4.06 E 39 25 42.03

District/
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図－2 比抵抗二次元断面図 (2/11) 
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